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　2007年8月2日、ロシアの有人潜水船２艇（Mir
Ⅰ、MirⅡ、ともに最大潜航深度6000m）が北極
点の海底に国旗を立てたことが報じられた。２艇
には、地質学者でもあるチリンガロフ下院副議長
ら計６人が乗り組み、北極点近くの氷に開けた穴
から潜航を開始、海底地質を調査し、その際、深
さ4261mの海底にチタン製のロシア国旗を立て
た。このことはロシア国内では、「ロシア科学の快
挙」と絶賛されている1）。
　ロシアの目的は、北極海の海底の膨大な天然資
源の領有権を主張し、政治・経済面でこの地域に
おけるロシアの影響力を高めることにあると報じ
られている。この地域の海底の石油・天然ガスの
埋蔵量は100億トンと推定されており、これは地
球の陸域全体の推定埋蔵量の約４分の１にあたる。
　このロシアの行動に対して、各国はさまざまな
反応を見せている。カナダは、旗を立てただけで
領有権を主張するのは15世紀の話だと批判しつ
つ、北極圏に軍事施設を新設して牽制する計画を
示している。米国も北極点海底の領有権とは別問
題であるとしている。一方、米国は北西航路（大
西洋から北極海に沿いカナダの群島地帯を通過し
て太平洋にぬける航路）を国際航路とみなして自
由通航権を主張し、この点において、国内航路と
するカナダと対立している2）。
　シベリアから北へ延びるロモノソフ海嶺は北極
点のそばを通り、カナダのエルズミーア島、デン
マークのグリーンランド近くに至っている。ロシ
アは排他的経済水域の200海里を超えて北極点ま
でがロシアの大陸棚の延長であると主張しており、
今回の地質調査はこれを科学的に立証するための
ものであった。しかし、カナダとデンマークもロ
モノソフ海嶺は両国の大陸の延長上にあると主張
しており、共同探査に乗り出そうとしている3）。
　このような調査活動の活発化の背景には地球温
暖化により北極海の氷が消滅するというシナリオ
がある。IPCC（気候変動に関する政府間パネル）
は2007年2月、今世紀末までに気温が最大6.4度
上昇するという予測を発表した4）。米国地球物理
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学会連合（AGU）が2007年３月に発表したニュー
スによれば、北極海の氷はコンピューター予測よ
りも３倍の速さで消失している5）。
　一方、（独）海洋研究開発機構と（独）宇宙航空研究
開発機構は、北極海における海氷面積は過去最小
を記録した2005年の夏を大幅に上回る速さで減
少していることを確認した6)。この海氷の減少は
IPCCの予測を大幅に上回るものである。
　北極海は南極大陸と同じように人類の共有財産
として保全管理することも考えられるが、まずは
国際的な枠組みにより観測を強化し、予測精度を
向上させ、そのうえで共同の対策を検討すべきで
あろう。
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